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地域派遣対象の診療科拡大について（案）地域派遣対象の診療科拡大について（案）

【救急科専攻者の義務期間の勤務イメージ】
貸与期間

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目 ８年目 ９年目 10年目以降
医学生

（１～６年生）

義務期間（貸与期間の1.5倍）

県立医大
医学部

県内勤務期間

初期臨床研修 地域派遣 後期研修 地域派遣

救急科派遣

不足する診療科医師の状況を踏まえ、派遣対象の診療科に「救急科」を追加

地域派遣時における診療科について
• 原則、内科での派遣とする
• 県内公立病院で特に医師が不足している産婦人科・精神科・小児科については、例外的に内科以外での派遣を認める
（産婦人科：H28年度から開始、精神科：H29年度から開始、小児科：R6年度から開始）

1内科派遣

専門医取得

現 状

募集枠 定員 派遣対象の診療科
　和歌山県立医科大学地域医療枠 １０名

　近畿大学医学部和歌山県枠
　［へき地医療コース］

１０名
（R２から２名）

　自治医科大学 ２～３名 　内科　※例外的に、産婦人科も認める

　内科　※例外的に、産婦人科・精神科・小児科・救急科（3～5年目）も認める
近年の救急出動の傾向として、交通事故の割合が減少し、急病者の割合
が増加してきており、救急科専門医としてのキャリア形成に内科業務が重要
であることから、3～5年目を救急科派遣、8・9年目を内科派遣とする。

大学在学期間


